
　 テーマ「 WISC Ⅳ検査の結果から見える支援を考える」 
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 　 感　 想

　 〇　 検査結果によって、いろいろな支援方法を考えられることが分かった。また、検査のでこぼこ

　 　 は、その児童の生きづらさを表していることを知り、学級の児童の検査結果をもう一度よく見直

　 　 しながら、これからの支援を考えていきたいと思った。 

  〇　 グループでの話し合いの時間があったのは、有意義だった。昨年度までの３年間は、特別支

　 　 援学級担任の目線だったが、今年度は通常学級担任なので、見えるものが異なってくるものだ

 　 　 と感じた。

  〇　 検査結果がとても大事で、一人一人違う支援の重要性を改めて感じた。実際、このような支

　 　 援をするとよい（教具など）という具体的な話も聞きたいと思った。 

  〇　 担任が見立てている姿に対し、検査による客観的な指標による手かがりとして効果的に活用

　 　 したいと思った。 

  〇　 検査結果の見方やよく分からないところがあったので、この研修を受けたことで分かったこと

　 　 が多かった。多項目の数字の意味がもう少し具体的にあると、ありがたかったです。 

   〇　 何も分からなかった検査について知ることができ、勉強になった。

　 〇　 検査で数値は出るが、子どもの実態に応じた支援が大切であることを改めて理解した。 

　 〇　 今まで WISC 検査という言葉は耳にしていたが、実際どのような検査なのか分かっていな

 　 　 かったので、今回の研修で知ることでき良かった。

  〇　 検査の各指標から見られる生活上の課題や手立てなどを詳しく教えていただいた。これから

 　 　 の指導に生かしていきたいと思った。

  〇　 知能検査から見えてきた認知特性をしっかり教師が理解して、適切な支援策を考えて実施

　 　 することの大切さを改めて感じることができた。 

  〇　 できるだけ多くの先生方に知ってもらいたいと思う研修内容だった。 

  〇　 検査の４つの指標について、日常生活上の問題や具体的な対応の仕方が分かった。 

  〇　 検査の結果をどのように生かしていくかがとても大切だと思った。特別支援担当の先生だけ

　 　 でなく、全職員で研修していく必要があると思った。 

  〇　 それぞれ指標の低い子の困っている事や支援策が分かった。特性に合わせた支援ができる

 　 　 よう頑張っていきたい。

  〇　 検査結果の見方や支援での生かし方がとてもよく分かった。生徒に合った支援を考え、より

 　 　 良い支援ができるよう活用していきたい。

  〇　 検査結果をもとに一人一人の児童にどのような支援ができるか考えていきたい。 

 　 〇　 検査結果の見方やそこから考えられる困り感、そして解決策について示していただいたり、

 考えたりする場があり、多くのことを学ぶことができた。

  〇　 検査の数値ばかりに目がいっていたが、その子の特性をよく理解して力を伸ばす支援をして

　 　 いきたいと思った。 


